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サークル写真

「エアーで飛ばす、手袋でこする、ブラシ

で撫でる」 粉との半年間の格闘

全ての方法を『採取した粉の量(g)』で測

り、全員が数字で語り合いました

地道な検証の先に掴んだ目標123%達成

QCサークル大会初挑戦！

全員参加ドラマです

             

      

                   

      

   
  

   
  

  
  

  
  

  
  

               

      

       
                

              

        

    

            

リーダー 澤田 サブリーダー荒井 書記澤田淑 世話人牛丸

メンバー 杉本、森脇、前川、山崎、大谷、中島

神岡鉱業は150年の歴史を持つ三

井金属グループの中核会社

触媒工場が作るのは、車の排ガス

浄化触媒に使われる「担体」

工程混成9名のグループで検査工

程が最多を占める

スタンプNGは検査工程で最も日常

的に直面する困りごと

②会社紹介

③グループ紹介

①
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困りごとを1次評価で難しくて効果

が高い3案に絞り込み

2次評価で採点。『全員が関与可』

に2倍の重みづけ行う

「スタンプNGが発生する」となった

④テーマ選定

検査工程で端面へのスタンプが欠

けてOCRが読めない不良の事

わずかな欠けでも読み取れない

⑤スタンプNGとは

スタンプNGが発生すると、1件あた

り約10分の時間がかかる

検査員にとっては大きな負担

⑥NG対応フロー

スタンプNG件数は品種Aが全品種

の65%を占めるため、まずは品種A

に集中する

⑦品種別NG発生状況

品種Aは端面に粉が発生しやすい。

その粉がスタンプローラーへ転写し

次の印字でインクが乗らず字欠け

が起きている

攻めどころは端面の粉を減らす事

⑧なぜ品種Aが多いのか



            

      

                 

                                

      
   

   
   

   

    

   
   

    
   

   

   

   

   

   

   

    

    

    

                         

 
  

 

           

    

        
     

        

                              

    

            

     

                         

               

            

             

             

                

                 

                    

            

                         
      

       

           

                

                  

       

          
         
         

            

              

            

           

          
     

     

             

     

                                  

  

             

     

        
   

    

      
     

                                   

                

                     

                                  

     

       

            

       

                            

                     

                     

      

      

     

     

      

       

     

     

       

             

      

                      

                        

                   

                   

                     

                  

                 

                   

                   

                   

                           
                  

                   

           

     

     

  

            

     

         
     
     

       

      

   

       

            

       
      

     

         

             

       

        

             

           

     
             

         

     

        

   

      
   

      

      
     

    
    

       

          
   

       

      

        

                        
            

     

        
   

        

             

              

品種AスタンプNG件数は10月を境

に増加。現在平均8.3件前後で高

止まりしていた。この頃に粉を多く

発生させる変化があったのでは

⑨NG件数推移

変化があった項目はグループだけ

で踏み込める範囲ではなかった

現場レベルで実行可能な、『発生し

た粉を除去する』方針へ

⑩変化点調査

品種AのスタンプNG件数を、月2.2

件以下に削減する。評価指標は除

去できた粉量。品種A2160個で定

量比較

⑪目標の設定

役割分担表と宿題制を採用し次回

会合で進捗を報告するスタイル

全員参加のQC活動になった

⑫活動計画と実績活動

自分たちで実行可能な『除去する

機構がない』『全数粉払いしていな

い』の2点が有力な要因

⑬要因の解析



            

     

                    

     

      

         

                    
        

          

                    

            

    
   

            

                       

                

    

                        
             
                    

  

                 

    

          

            

              

                      

                                

                           
     

             

     

            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

               

       

     

        
   

       

       

          

  
  

  
  

  
            

          

              

             

                       

     

             

                  

                          

                                 

             

        

           

    

              

     

                 

    
            

                      

     

            
         

  

          
   

           

    

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

     

 
 
 
 

  
 

 
 
 
 

  
 

          

      

                        

                                     

     

      

             

     

          

     

   

      

                   

          

       
      
      
       

  

    
           
           
               

     
            

除去する仕組み無し。粉が目立つ

もののみ軽く手で払っている(全部

やるのは大変)

⑭要因の検証

端面を手袋で払うことで4.6gの粉が

除去できNGは0件となった

主要因を「印字前に端面の粉を継

続して除去する機構がない」と判断

⑮粉除去検証

「予想効果」に2倍に重みづけ。対

策案を点数化。エアーガンと表面を

払う装置が高得点となった。

⑯対策の検討

エアーを吹きかけたところ、採取量

は1.1g、NG件数は8件。

粉が固着しておりエアー程度では

落ちない

⑰対策1-エアーガン

「製品の通り道にブラシを置き、端

面を撫でさせる」試作機を考案。

様々な条件を試すことができる工

夫がある

⑱対策2-表面を払う装置



             

              

              

                     

    
          

                  
                       

            

                       

                       

                     

                     

                       

                           

  

    

    

    

    

    

 

    

      

               

               

                

  

 

 

   

  

     

           

    

    

    

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

            

 
 
 
 

  
 

 
 
 
 

  
 

          

           

             

               

               

                     

    
        

           

      

 
 

    
                            
                

                       

 
 

   

   

     

           

    

    

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

       

 
 
 
 

  
 

 
 
 
 

  
 

          

           

     

 
 

 
 

          

               

                               

              

            

            

     

                 

     

      

             

             

     

                                  

    

                          

   

                 

    
                 

           

    

    

    

            

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  
 

 
 
 
 

  
 

          

        

            

                      

                  

                  

    

   

     

           

             

             

            

                     

          

          

                

            

                                    

                             

                 

           

         

     

    

      

          

      

        
      

      

    

      

   

        

        

   

  

             

取付位置は入口を採用。採取量は

2.5g。軽く触れるだけの仕組みでも

落とすことができた。

⑲取付位置の比較

ブラシは「6ナイロン、線径0.3mm、

角度45°、進行方向と同じ向き」を

採用。採取量は4.6gで手袋と同等

の水準に到達。NG件数は1件まで

減少

⑳ブラシ比較

本番機はCADで治具設計すること

でコスト削減。「ワンタッチロック」採

用で段替え時間を短縮。

㉑本番機の作成

本番機では粉の取りこぼしが発生

したため角度違いの2台目を追加

することで採取量5g NG件数0件を

達成。

㉒対策の実施

試験期間中、ブラシの摩耗でスタ

ンプNGが発生。現場感覚でわず

かに条件を調整しNG解消。ブラシ

の最適交換タイミングを次の課題

とした

㉓発覚した課題



              

         

                                     

                         

      

        

  

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                       

   

        

     

        
                       

                                         

         

                

        

       

                         

         

          

                       

     

       

       

                           

              

         

                         

                     

 

   

 

   

 

   

 

   

 

   

 

     

    

    

      

   

     

      

        

        

                      
        

             

                       
                     

     

 

 

                

        

       

           
    

                      
          

                  

                            

                               

              
            

                
             

 
        
                    
          

 
       
                    
   

 
         
                   
                 

         

  

    
     

     

                  

 

 

       

       

              

        

                           

                        

                    

                      

                

                     

     

                       

                          

     

                       

           

                  
             

            

スタンプNG件数は、8.3件から0.8件

へ達成率123%

効果金額年間約22.1万円

㉔効果確認 有形効果

「自分達で職場を変えた」という自

信を獲得。外部交流会にも自発的

に参加し外へ踏み出す行動につな

がった

㉕無形効果

品種A以外にも対応するブラシ装置

を作成。日常点検と品種別ブラシ

一覧表でポカミスを防止。

㉖水平展開と標準化

粉採取量4.6gという共通指標で議

論できた、PDCAを回し理想的な本

番運用ができた

ブラシ最適交換基準の確立が今後

の課題

㉗反省と今後の課題

今回の挑戦はグループの成長のみならず工場全体の改善活動を引き上げる

契機になりました

ここで得た学びを糧に次のステップへ ご清聴ありがとうございました。


